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●はじめに　
イエメンと紅海を挟んで対岸に








引く空爆と戦闘行為により人口約二六〇〇万人のうち一四〇〇万人が食糧不足、一八〇万人が栄養失調状態にある。また、一四〇〇万人が基本医療を受けられず、一九〇〇万人が清潔な水にアクセスできない。さら 、二五〇万人が国内避難民となり、実に人口の約八割が何らかの支援を必要とするという世界 も稀にみる人道危機に陥っている。昨年七月には国連の機関間常設委員会 （ＩＳＡＣ）がイエメンの人道危機を最悪 レベル三とした。これはイラクや南スーダンと同じレベルであ この決定を受けて国連などの国際関や国際ＮＧＯは人道支援を活発化させるよう働きかけているが、極度に政治化した状況のなか、海と砂漠に囲まれたアラビア半島の南端 いう地理的制約もあり、人々に届く支援は非常に限られて
いる。●戦火を逃れてジブチへ　
ジブチへ押し寄せた難民の第一
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また仲間内で敵対勢力に顔を知られると暗殺の危険があるとの噂が広まり、どうしようもなく身の危険を感じてジブチに逃れてきた語った。彼の言葉がどこまで真実を含んでいるかは不明だが、当時のアデンが外に報道される以上に混乱状態にあ ことがうか える。　
その後、イエメンからジブチへ
の難民の流入は続いた 、次に大きな難民の波が押し寄せたのは一〇月であった 有志連合軍は八月にアデン市を奪還した後、首都サナアを目指して主街道を北進したが途中ホーシー派に阻まれ戦線が膠着し、別経路と 紅海沿岸
回りで北に進撃を行ったのである。その進路の途中にあるバーブ・アル＝マンデブ、ドゥバーブ、モカといった地域が有志連合軍とホシー派との戦場となり、ある村は有志連合軍の空爆により ある村は進軍を止めようとするホーシー派の砲撃にあい、着 身着のまま命からがら逃げてきた人も少なくない。難民キャンプのあるオボック市から対岸 バーブ・アル＝マンデブまでは直線距離で一〇〇キロメートルに満たず、夜に砲撃音が聞こえることもあり、人々は故郷が壊されていく音を聞きながら身の置き場のない思いに駆 れるという。●ジブチからどこへ？　
イエメンとジブチは、海を挟ん
ではいるものの距離が近く、歴史的にも人やものの往来が盛んであった。イエメン側 紅海沿岸 漁村民は、漁の具合によってはジブチに水揚げすることもあり、モーターボートのような小さな漁船で両岸を行ったり来たりして 。首都ジブチ市のダウンタウンを歩けば、衣服や生活用品などの小売店はイエメン移民二世や三世が営んでいることも多い。
　
しかしながら、戦火に追われる
ままにジブチにたどり着いた人々は、ジブチを目的地としているわけではない。これまでにイエメンからジブチにたどり着いた避難民の数はおよそ三万二〇〇〇人、そのうちイエメン人約一万八〇〇〇人 五六％を占める。しかしながら、そのなかでＵＮＨＣＲに難民申請を行った人の数は約六〇〇〇人にとどまっている。それでは、その差 一万二〇〇〇人はどこへ行ったのだろう？。ジブチのイエメン難民 動向を観察したところ、難民たちは大まかに次の三つのグループに分かれる。　
第一のグループは、資金とパス
ポートあるいは外国籍を持っている人たちである。昨年 夏、動画サイトにイエメンの友人が出ているとの知らせを受けてみてみるとそこにはボートに乗ってイエメンからジブチに渡る友人の姿が映っていた。ほんの数カ月前ま 一緒に他愛のない話をしていた彼 頬はこけ顔は日に焼け、その目つきは険しく変わって た。それでも彼は幸運な方で、比較的裕福な家庭に生まれアメリカ国籍を持っていたのでジブチに到着して数日でアメリカまで渡航することができ
た。彼のような人たちにとっては、ジブチは通過点に過ぎない。　
第二のグループは、ジブチ国内
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れまで同国に設置されているソマリア、エチオピア難民キャンプで支援活動を行ってきており 人道支援の国際基準に則った支援活動を行っているが 支援を受ける側のイエメン人にとっては、特 漁村出身者などは国際機関や国際団体と接することが初めてという人も多く、支援の送り手と受け手の間に齟齬が起こ もある。たとえば、難民キャンプでの食糧配給は基本、食糧の米、小麦粉、油、砂糖、豆類のみである。基準上はこれで一日の必要熱量と基本的な栄養素最低所要量が得られ ことになっているが 一家 台所 担い手の立場に立ってみれば この
食材では料理などできないとの不満が出る。難民になりたての人々は、いらない食糧を地元市場に売って野菜、トマトペースト、ツナ缶など、自分たちの 生活 合った食材の購入に充てる である。また、基本的な調理器具として携帯用のガス調理器が配布されたところ、故郷の村で薪や炭で調理してきた人にとっては何とも使 にくいようで 支給された器具を使わず代わりに地面に穴を掘ってどこから持っ のか缶を埋め込み、そのなかに炭をくべて窯 作って料理している家族もあった。●難民の将来　
ＵＮＨＣＲは、難民の恒久的解
決策として自主帰還 庇護国における社会統合、第三国定住の三つを掲げている。イエメン難民のうち、漁村など地方の出身者は本国への帰還を望み、アデンやサナアなどの都市部出身者は圧倒的に第三国定住を希望する傾向にある。特に、都市部出身者は本国で所有していたスマートフォン 持ちどうにかしてジブチ ＳＩＭカードを購入し、携帯でインターネットに接続して情報を仕入れている。そうして、ヨーロッパでのシリア
②砂を水で固めて魚の模型を作る漁村出身の子どもたち（撮影：
アイキャン）
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難民受け入れのニュースなどをみて、ある日自分たちのところに何かの使節団が来て、先進国に連れて行っ くれ と信じている人も少なくない。また、難民の人々話のなかでよく聞くのは、子どもの将来を考えると今の状態の国には帰れない、ということで 。なかには、 「子どもが なけ ばアル＝カーイダに入っていた」とはっきりいった男性もいた。子どもにきちんとした生活と教育を与えたいからこそ、今が辛くても耐え先進国 行くのだ、行けばきっと道が開けると信じて るのである。　
難民の将来として一番望ましい
のは、もちろんイエメンに平和が訪れて自分の故郷に安全に帰り生活を再建できることである。ハーディー大統領政府は、アデンは安全であるとして難民の帰還を呼びかけ、ジブチのイエメン大使館は本国への帰還 希望するイエメン人に必要書類を発行 い 。湾岸諸国の支援団体のなかには、ジブチのイエメン難民 支援を計画しているも もあり、商業船がジブチとアデンの間を一人 たり一〇〇～一五〇米ドルの料金で運行している。　
先日、首都ジブチ市である女性
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